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７
月
５
日
（
土
）
第
２
回
世
界

遺
産
屋
久
島
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
２
０
１
４
が
一

湊
海
水
浴
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

海
開
き
と
大
会
の
安
全
を
祈
願

す
る
神
事
の
後
、
５
㎞
、
2.5
㎞
、

１
㎞
の
３
競
技
と
、集
団
泳
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
０
ｍ
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
屋
久
島
の
海
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
薩
摩
剣
士
隼
人
」
と

「
や
っ
せ
ん
ぼ
ー
」
が
登
場
し
会

場
を
暑
く
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
は
、
一
湊
漁
港
に

会
場
を
移
し
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
た
五
輪
メ
ダ
リ

ス
ト
の
柴
田
亜
衣
さ
ん
、
宮
下
純

一
さ
ん
、
寺
川
綾
さ
ん
と
一
緒
に

屋
久
島
の
夕
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
の
結
果
は
、
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

第２回世界遺産屋久島オープンウォータースイミング２０１４

やっせんぼー 薩摩剣士隼人
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■
各
競
技
結
果

陸
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　
　
　

３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

３
位

卓
球
男
子　
　
　
　
　
　
　

優
勝

卓
球
女
子　
　
　
　
　
　
　

優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子　
　
　

３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子　
　
　

優
勝

剣
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位

弓
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　
　

４
位

サ
ッ
カ
ー　
　
　
　
　
　
　

３
位

軟
式
野
球　
　
　
　
　
　
　

優
勝

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　

２
位

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　

２
位

男
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン　
　
　

３
位

女
子
バ
ト
ミ
ン
ト
ン　
　
　

２
位

男
子
テ
ニ
ス　
　
　
　
　
　

２
位

女
子
テ
ニ
ス　
　
　
　
　
　

優
勝

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
　
　
　

３
位

ゴ
ル
フ　
　
　
　
　
　
　
　

２
位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

２
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

２
位

サ
ー
フ
ィ
ン　
　
　
　
　
　

４
位

　

７
月
13
日
（
日
）
第
55
回
鹿
児

島
県
民
体
育
大
会
熊
毛
地
区
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
久
島
会
場
で
は
、
テ
ニ
ス
と

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
２
競
技
が
行
わ

れ
、
女
子
テ
ニ
ス
が
２
連
覇
、
種

子
島
で
も
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

弓
道
が
連
覇
し
ま
し
た
。
ま
た
、

陸
上
競
技
で
は
30
歳
未
満
成
年
男

子
走
幅
跳
、
少
年
男
子
砲
丸
投
げ

で
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
各
競
技
と
選

抜
メ
ン
バ
ー
は
、９
月
20
日
（
土
）

21
日
（
日
）
に
鹿
児
島
市
を
中
心

に
開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
大
会
に

熊
毛
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。

第
55
回
鹿
児
島
県
民
体
育
大
会　
熊
毛
地
区
大
会

総　

合　

成　

績

１　

位

西
之
表
市

２　

位

中
種
子
町

３　

位

屋
久
島
町

４　

位

南
種
子
町
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６
月
27
日
（
金
）
尾
之
間
の
町

民
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
競
技
が
多
く
、
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
動
き
を

見
せ
、
会
場
は
笑
顔
で
満
た
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

７
月
４
日

（
金
）
安
房
小
学

校
に
て
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
柴
田

亜
衣
さ
ん
に
よ
る

水
泳
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
貴
重

な
泳
ぎ
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
と
身

を
乗
り
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

ル
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
３
日(

木
）
役
場
本
庁
に

て
、
荒
木
耕
治
町
長
か
ら
屋
久
島

町
交
通
安
全
母
の
会
へ
県
交
母
旗

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
命
を
守
る
旗
リ
レ
ー
」
は
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
等
を
目
的
と

し
て
、
年
間
を
通
じ
て
県
内
各
地

域
で
県
交
母
旗
を
掲
げ
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
立
哨
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

南
種
子
町
よ
り
引
き
継
が
れ
た

こ
の
旗
は
屋
久
島
町
か
ら
与
論
町

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
８
日
（
火
）
屋
久
島
高
校

２
年
生
79
名
が
島
内
の
様
々
な
事

業
所
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職

場
体
験
学
習
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
竜
天
園

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た

岩
川
渚
さ
ん
は
、「
将
来
は
介
護
関

係
の
仕
事
に
就
き
た
い
。
実
際
に

介
護
技
術
を
目
に
し
、
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

（
取
材
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
て:

屋
久
島
高
校
２
年 

眞
邉
利
加
子
）

老
人
ク
ラ
ブ

　
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会

屋
久
島
高
校
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

命
を
守
る
旗
リ
レ
ー

笑
顔
の
水
泳
教
室
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７
月
23
日
（
水
）
屋
久
島
高
校

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
３
年
生
が

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
い
な
す
寄
港
の
際
、
屋
久
島
に

来
ら
れ
た
方
に
美
味
し
い
屋
久
島

の
お
茶
を
振
舞
う
な
ど
の
「
心
」

を
込
め
た
お
も
て
な
し
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
出
港
時
に
は
「
再
び

屋
久
島
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
紙
テ
ー
プ
を
繋

ぎ
見
送
り
し
ま
し
た
。

　

宮
之
浦
の
渡
邉
義
成
さ
ん

（
73
）
が
、
自
然
公
園
関
係
功
労

者
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

７
月
４
日
（
金
）、
屋
久
島
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
表
彰
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら

20
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
環

境
省
自
然
公
園
指
導
員
、
ま
た
、

鹿
児
島
県
自
然
保
護
推
進
員
と
し

て
屋
久
島
国
立
公
園
を
定
期
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、動
植
物
の
保
護
、

利
用
者
へ
の
マ
ナ
ー
指
導
、
保
護

思
想
の
普
及
啓
発
、
美
化
清
掃
活

動
等
に
御
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
関
係
者
に
囲
ま

れ
、「
ガ
イ
ド
や
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
っ
て
、
昔
と
比
べ
て
今
で
は
登

山
道
に
ゴ
ミ
が
ほ
と
ん
ど
落
ち
て

い
ま
せ
ん
。
継
続
し
て
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

大
型
ク
ル
ー
ズ
船

　
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

　
　
　
お
も
て
な
し

自
然
公
園
関
係
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
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尾
之
間
祇
園
祭
り
は
３
０
０
年

ほ
ど
前
、
疫
病
が
流
行
し
住
民
が

難
渋
を
極
め
た
た
め
、
疫
病
退
散

を
温
泉
神
社
に
祈
願
し
た
と
こ

ろ
、
間
も
な
く
疫
病
が
退
散
し
た

こ
と
か
ら
、
温
泉
神
社
を
疫
病
退

散
、
家
内
安
全
の
守
護
神
と
あ
が

め
、
以
来
旧
暦
の
６
月
15
日
に
祇

園
祭
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
今

年
も
７
月
11
日
（
金
）（
旧
暦
６
月

15
日
）
に
棒
踊
り
を
奉
納
し
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
（
土
）
平
内
公
民
館

広
場
で
、
第
14
回
平
内
海
中
温
泉

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
舞
台
芸
能
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
で
は
、
平
内
区
民
が
一
体
と

な
り
来
場
者
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
他
地
区
か
ら
の
応

援
参
加
も
あ

り
、
荒
木
町

長
も
カ
ラ
オ

ケ
で
自
慢
の

歌
声
を
披
露

し
て
い
ま
し

た
。

　

平
内
地
区

の
元
気
が
伝

わ
る
夏
祭
り

で
し
た
。

　

７
月
20
日
（
日
）
一
湊
漁
港
で
、

第
11
回
一
湊
浜
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

豊
漁
と
地
区
の
安
全
祈
願
の
後
、

タ
イ
・
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流
体
験

や
船
に
乗
り
船
団
パ
レ
ー
ド
へ
の

参
加
、
屋
久
サ
バ
の
つ
か
み
取
り

な
ど
、
来
場
者
が
参
加
・
体
験
で

き
る
お
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
久
サ
バ
の
つ
か
み
取
り
で
は

大
人
た
ち
の
大
き
な
掛
け
声
と
子

供
た
ち
の
機
敏
な
動
き
が
交
錯
し
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

７
月
26
日
（
日
）
尾
之
間
管
理

セ
ン
タ
ー
広
場
で
第
19
回
尾
之
間

温
泉
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岳
南
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
皮
切

り
に
、
婦
人
会
・
子
ど
も
育
成
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
参
加
す
る
踊

り
連
パ
レ
ー
ド
・
子
ど
も
み
こ
し

な
ど
で
沿
道
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
舞
台
で
は
尾
之
間
棒
踊
り

や
日
本
舞
踊
な
ど
各
種
団
体
の
出

し
物
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
は
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
（
火
）
か
ら
屋
久
島

町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
て
夏
休
み

資
料
館
活
動
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

22
日
は
、
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
館
内
を
観
覧
し
た
後
、「
不

思
議
で
怖
い
屋
久
島
の
妖
怪
を
描

い
て
み
よ
う
！
」と
題
し
、「
が
ら
っ

ぱ
伝
説
」
の
話
を
聞
い
た
子
供
た

ち
が
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
、
個
性

豊
か
な
「
が
ら
っ
ぱ
」
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
昔
の
お
み
く

じ
機
を
使
っ
た
お
み
く
じ
体
験
で

は
お
み
く
じ
機
の
中
の
構
造
を
興

味
深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

尾
之
間
祇
園
祭
り

尾
之
間
温
泉
ま
つ
り

夏
休
み

　
　
資
料
館
活
動

一
湊
浜
ま
つ
り

勇壮な棒踊りの奉納

平
内海

中
温
泉
ま
つ
り
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

☎
４
３
︱
５
９
０
０

｢さわやかあいさつ週間｣（９月１日～９月５日）

平成26年度　第8回生涯学習大会
講師にお天気キャスターの森田正光さん！

　屋久島町さわやかあいさつ日本一運動推進委員会では、この期間中、町内各所であいさ
つ立哨活動を行います。
　町民の皆さん、いつでも・どこでも・だれとでも、さわやかなあいさつで，自然にいやされ、
人にもいやされる屋久島町を目指しましょう。

【日時】　平成２７年２月２２日(日)　１３：００～１６：４０

【場所】　屋久島離島開発総合センター（宮之浦）

　町内で顕著な社会教育活動を行っている団体並びに個人の表彰や社会

教育関係団体の活動発表や交流事業の発表を行います。

　当日は、テレビやラジオでおなじみのお天気キャスターの「森田正光」

さんの講演も行います。　

　詳しくは、２月の町報でお知らせをいたします。お楽しみに。

屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会

【
期
日
】　

八
月
二
〇
日（
水
）（
受
付
）午
後
一
時
二
〇
分
～

【
場
所
】　

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）二
階
ホ
ー
ル

【
講
師
】　

石
塚　

勝
郎　

先
生

【
演
題
】　
「
人
の
心
の
痛
み
に
寄
り
添
っ
て
」

　

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問　

社
会
教
育
課（
内
線
一
六
七
）

平
成
二
十
七
年
成
人
式　
《
一
次
案
内
》

【
期
日
】　

平
成
二
十
七
年
一
月
三
日（
土
）

【
場
所
】　

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）二
階
ホ
ー
ル

対
象
者
の
皆
様
に
は
八
月
上
旬
に
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
や
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い(
中
学
卒
業
時
の
在
住
者
及
び
現

在
町
内
に
在
住
し
て
い
る
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す)

。

問　

社
会
教
育
課（
内
線
一
六
七
）

屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
を
今
年
も
行
い
ま
す

　
～
ジ
ュ
ニ
ア
屋
久
島
博
士
を
め
ざ
せ
～

【
期　
　

日
】　

十
二
月
六
日(

土)

（
受
付
）午
前
九
時
三
〇
分
～

【
試
験
資
格
】　

町
内
に
住
む
小
学
校
５
年
生
～
中
学
３
年
生

　
　
　
　
　
　

※
高
校
生
・
大
人
の
参
加
も
可

【
試
験
会
場
】　

屋
久
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮
之
浦
）

　
　
　
　
　
　

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）

　
　
　
　
　
　

尾
之
間
中
央
公
民
館（
尾
之
間
）

　
　
　
　
　
　

※
学
級
単
位
受
検
の
場
合
は
各
学
校
で
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　

ま
す

問　

社
会
教
育
課（
内
線
一
六
七
）

人権同和問題啓発強調月間中！　８月１日～ 31日

平成26年度町民体育祭は10月12日（日）に宮之浦陸上競技場で開催
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町
審
査
会
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

作
品
は
熊
毛
地
区
審
査
会
を
経
て
県
作
品
展

へ
出
展
さ
れ
ま
す
。

▼
幼
稚
園

八
幡
幼
稚
園　

石
我　

も
も

　

さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

白
百
合
保
育
園　

江
口　

鉄
生　

あ
め
の
ひ

白
百
合
保
育
園　

吉
村　

星
遼

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と 

せ
い
り
ょ
う
が 
お
え
か
き

を
し
て
あ
そ
ん
で
い
る

白
百
合
保
育
園　

渡
辺　

陽
翔

マ
マ
が
お
ふ
ろ
に
は
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ

永
田
幼
児
学
級　

日
髙　

凜
音　

カ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん 

み
た
よ

永
田
幼
児
学
級　

計
屋　

一
輝　

　

お
母
さ
ん
と
妹
と
一
緒
に
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ

リ
を
と
っ
た
よ

八
幡
幼
稚
園　

会
田　

光
佑　

恐
竜

八
幡
幼
稚
園　

大
門　
　

曜　

恐
竜

八
幡
幼
稚
園　

久
保
田　

あ
か
り　

遊
園
地

白
百
合
保
育
園　

岩
川　

枇
呂

　

み
は
な
ね
え
ち
ゃ
ん
と 

ま
ま
ご
と
で
あ
そ
ん

で
い
る

白
百
合
保
育
園　

根
路
銘　

健
斗

　

お
か
あ
さ
ん
と
お
と
う
さ
ん
と
け
ん
と
と 

お

き
な
わ
ば
あ
ち
ゃ
ん
と 

ご
う
さ
ん

白
百
合
保
育
園　

鎌
田　

空
芽

ぞ
う
さ
ん
が　

り
ん
ご
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ

永
田
幼
児
学
級　

日
髙　

龍
仁

雨
の
日
の
散
歩

八
幡
幼
稚
園　

沼
田　
　

星　

サ
ッ
カ
ー

八
幡
幼
稚
園　

脇
田　

凌
輔　

バ
ス
遠
足

白
百
合
保
育
園　

岩
川　

奈
里

　

ク
ジ
ラ
と
イ
ル
カ
の
え

白
百
合
保
育
園　

三
宅　

杏
菜

　

ソ
ー
ラ
ン
を
お
ど
っ
て
い
る

白
百
合
保
育
園　

古
市　

誠
剛

　

ぞ
う
さ
ん
と　

せ
い
ご
で　

り
ん
ご
を
と
っ

て
い
る
と
こ
ろ

白
百
合
保
育
園　

上
山　

華
苑

　

て
つ
ぼ
う
と　

な
わ
と
び

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

青
山　

茉
矢

　

夜
に 

ち
ょ
う
ち
ょ
さ
ん
た
ち
が 

花
火
を
見
に

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

清
水　

さ
つ
きお花

ば
た
け

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

岩
川　

颯
真

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

毛
利　

玲
雄

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

伊
藤　

源

　

そ
う
ま
く
ん
と
サ
ッ
カ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ

あ
ゆ
み
の
森
幼
稚
園　

田
𦚰　

瑠
璃

海
の
ひ
ろ
っ
た
ビ
ン
の
宝
物

▼
小
学
１
年
生

宮
浦
小
学
校　

池
畑　

悠ざり
が
に　

つ
か
ま
え
た

宮
浦
小
学
校　

内
田　

涼
太ぼ

く
の　

あ
さ
が
お

一
湊
小
学
校　

髙
田　

湊
大　

ぼ
く
の
木
だ
よ        

永
田
小
学
校　

大
木　

天
裕

て
つ
ぼ
う
、
た
の
し
い
な

小
瀬
田
小
学
校　

髙
田　

雄
暉

は
だ
し
で　

ブ
ラ
ン
コ

小
瀬
田
小
学
校　

日
髙　
　

美
た
の
し
い　

う
ん
て
い

栗
生
小
学
校　

日
髙　

結
斗

　

う
え
ま
で　

の
ぼ
っ
て
や
る

八
幡
小
学
校　

山
之
内　

空
生

か
た
つ
む
り
と
あ
そ
ん
だ
よ

神
山
小
学
校　

芝
原　

海
璃

み
ず
に　

つ
か
っ
て　

き
も
ち
よ
さ
そ
う

神
山
小
学
校　

日
髙　
　

壮つ
よ
い　

ら
い
お
ん

安
房
小
学
校　

岩
川　

想
留　

か
っ
こ
い
い
な

▼
小
学
校
２
年
生

宮
浦
小
学
校　

宮
𦚰　

優
月　

つ
り

宮
浦
小
学
校　

村
中　

奈
音　

池
の
こ
い

一
湊
小
学
校　

濵
崎　

萌
衣　

ア
コ
ウ
の
木

一
湊
小
学
校　

山
路　

未
玲　

馬
は
楽
し
い
よ

永
田
小
学
校　

大
木　

咲
愛

一
本
ば
し
で
あ
そ
ん
だ
よ

金
岳
小
学
校　

二
神　

琉
泉　

い
い
な
が
め

小
瀬
田
小
学
校　

芝
原　

青
空

　

モ
ー
モ
ー　

う
し

栗
生
小
学
校　

大
迫　

照
栄

の
ぼ
り
ぼ
う
を　

し
た
よ

八
幡
小
学
校　

西
橋　

陽
音　

花

神
山
小
学
校　

福
島　

春
花

た
け
う
ま
に　

の
っ
て
い
る　

わ
た
し

安
房
小
学
校　

牧　
　

綾
音

ろ
く
ぼ
く
で
あ
そ
ん
だ
よ

▼
小
学
３
年
生

宮
浦
小
学
校　

三
浦　

裕
貴　

商
店
が
い

宮
浦
小
学
校　

北
山　

和
可
菜　

商
店
が
い

一
湊
小
学
校　

日
髙　

功
晴みん

な
で
遊
ん
で
い
る

永
田
小
学
校　

佐
藤　

花
風　

ア
ジ
サ
イ
の
花

小
瀬
田
小
学
校　

佐
原　

優
月

ド
キ
ド
キ
、
は
じ
め
て
の
毛
筆

小
瀬
田
小
学
校　

田
代　

し
お
り

が
ん
ば
っ
た
ら
で
き
た
よ
、
こ
う
も
り

栗
生
小
学
校　

三
宅　

陽
菜

み
ん
な
が
す
き
な
栗
生
小

八
幡
小
学
校　

宮
﨑　

葵　

牛
の
昼
ね

神
山
小
学
校　

笹
川　

結
月　

さ
あ
、
お
願
い

神
山
小
学
校　

笹
倉　

真
由　

や
ま
ん
こ
公
園

安
房
小
学
校　

增
田　
　

薫　

船
の
中

▼
小
学
４
年
生

宮
浦
小
学
校　

神
田　

虎
次
郎

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
と
木

宮
浦
小
学
校　

三
角　

優
哉　

宮
浦
杉

一
湊
小
学
校　

武
石　

真
鈴

わ
た
し
の
友
だ
ち
は
る
な
さ
ん  

一
湊
小
学
校　

長
倉　

蓮
華　

今
日
も
大
漁
だ    

永
田
小
学
校　

田
中　

美
海　

ブ
ラ
ン
コ

小
瀬
田
小
学
校　

山
本　

さ
き　

小
瀬
田
郵
便
局

栗
生
小
学
校　

大
迫　

ひ
な
た

木
の
は
こ
を
つ
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク

栗
生
小
学
校　

上
山　

夏
菜
海つ

り
を
す
る
先
生

八
幡
小
学
校　

岩
川　

え
り

　

お
い
し
そ
う　

色
々
な
色
の
山
も
も

神
山
小
学
校　

武
次　

紗
良

学
校
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル

安
房
小
学
校　

岡
元　

遥
希　

動
く
ト
ラ
ッ
ク

▼
小
学
５
年
生

宮
浦
小
学
校　

迫
間　

沙
羅　高台

か
ら
見
る
け
し
き

一
湊
小
学
校　

山
路　

颯
海みん

な
の
ま
ち
え
び
す    

永
田
小
学
校　

大
木　

水
葉  

い
ろ
ん
な
ド
ラ
ム

金
岳
小
学
校　

安
永　

和
馬

金
み
ね
神
社
か
ら
見
た
港

小
瀬
田
小
学
校　

別
府　

恭
士
朗

工
事
に
役
立
つ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

栗
生
小
学
校　

野
元　

優
乃

　

鳥
居
と
そ
の
向
こ
う

栗
生
小
学
校　

坂
本　

千
紘

　

石
垣
と
か
わ
ら
屋
根
の
神
社

八
幡
小
学
校　

東
瀬
戸　

楓
眞　

ダ
ン
プ
カ
ー

八
幡
小
学
校　

岩
田　

桜
哉

　

鳥
居
か
ら
見
え
る
八
幡
神
社

神
山
小
学
校　

大
庭　

雄
太　

役
立
つ　

ユ
ン
ボ

安
房
小
学
校　

石
田
尾　

准
奈　

車
の
病
院

▼
小
学
６
年
生

宮
浦
小
学
校　

星
原　

真
優

　

見
お
ろ
し
た
中
央
中
学
校

宮
浦
小
学
校　

牧　
　

航
聖　

な
た
お
れ
山

一
湊
小
学
校　

桜
木　

玲
緒　

一
湊
漁
港
の
船

永
田
小
学
校　

下
川　

夏
乃　

昔
な
が
ら
の
池

小
瀬
田
小
学
校　

河
口　

海
颯

ご
く
ろ
う
さ
ん　

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

栗
生
小
学
校　

古
市　

龍
輝　

駐
車
場
の
風
景

八
幡
小
学
校　

野
口　

公
樹

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
周
り
の
風
景

八
幡
小
学
校　

菅
野　

海
森

い
ろ
ん
な
工
具
が
あ
る
ん
だ
な

神
山
小
学
校　

武
次　

流
那　やま

と
と
も
に
い
る
町

安
房
小
学
校　

松
元　

海
音

な
な
め
か
ら
見
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

安
房
小
学
校　

岸　
　

夏
菜

私
た
ち
で
つ
く
る
安
房
の
町

屋
久
島
町
図
画
作
品
展審査
結
果



▼
中
学
１
年
生

中
央
中
学
校　

井
手　

太
陽　

屋
久
島
の
山
と
海

中
央
中
学
校　

加
瀨　

ま
り
の  

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

中
央
中
学
校　

井
手　

陸
翔　

屋
久
島

金
岳
中
学
校　

二
神　
　

遼　

緑
の
中
の
学
校

金
岳
中
学
校　

森　
　

一
蕗  

波
に
ゆ
ら
れ
る
船

岳
南
中
学
校　

笹
倉　

未
森　

モ
ッ
チ
ョ
ム
岳
か
ら
矢
石
さ
ん

岳
南
中
学
校　

遊
佐　

ひ
な　

木
に
囲
ま
れ
て

岳
南
中
学
校　

山
下　

麻
綺

　

矢
石
の
向
こ
う
の
山
々

安
房
中
学
校　

泊　
　

蒼
太堂々

と
浮
か
ぶ
コ
ザ
丸

安
房
中
学
校　

柴　

あ
か
ね　

丸
喜
丸

▼
中
学
２
年
生

中
央
中
学
校　

松
崎　

嶺
秀　

ぼ
く
ら
の
山

中
央
中
学
校　

船
間　

幸
輝

　

中
央
中
の
シ
ン
ボ
ル

金
岳
中
学
校　

松
本　

風
音　

学
校

金
岳
中
学
校　

貴
舩　
　

楓　

海
と
船

金
岳
中
学
校　

山
口　

か
の
子　

島
の
景
色

岳
南
中
学
校　

米
重　

亮
志　

家
と
道

岳
南
中
学
校　

今
村　

芽
生　

昔
な
が
ら
の
家

岳
南
中
学
校　

梶
野　
　

楓　

赤
の
花

岳
南
中
学
校　

細
川　

雅
楽　

橋

安
房
中
学
校　

後
山　

裕
美　

ま
ん
て
ん
橋

▼
中
学
３
年
生

中
央
中
学
校　

佐
藤　

吾
子　

ま
ぶ
し
い
木

中
央
中
学
校　

若
本　

頼
哉　

松
原
の
神
社

金
岳
中
学
校　

中
尾　

應
伴ant's eye-view

金
岳
中
学
校　

峯
苫　
　

蓮
と
あ
る
日
の
神
社

岳
南
中
学
校　

鎌
田　

雄
大　

眠
れ
る
力
持
ち

岳
南
中
学
校　

山
﨑　
　

中
い
つ
も
の
バ
ス
停

岳
南
中
学
校　

黒
飛　

芙
久
子　

つ
わ
ん
こ

岳
南
中
学
校　

谷
山　

友
暉　

通
学
路

安
房
中
学
校　

中
村　

理
歩　

海
へ
続
く
道

安
房
中
学
校　

前
田　

真
弥　

か
が
や
く
港
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任
期
満
了
に
伴
う
三
年
に
一
度

の
農
業
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
新

し
く
二
十
人
の
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
（
任
期:

平
成
二
十
九
年
七

月
十
九
日
）。

　

ま
た
、
七
月
二
十
日

（
日
）
に
臨
時
総
会
が
開

催
さ
れ
、
会
長
に
鎌
田　

秀
久
氏
、
会
長
職
務
代
理

者
に
牧　

潤
三
氏
が
、
委

員
の
互
選
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
農

業
・
農
地
に
関
す
る
こ
と

な
ら
、
農
業
委
員
か
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
九
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
耕
作
放
棄
地

の
全
体
調
査
実
施
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
圃
場
に
立

ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

担
当
地
区
等
（
表
記
順

に
担
当
地
区
、名
前
、住
所
、公
選
・

推
薦
委
員
の
別
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※
写
真
の
下
の
記
載
は
、
順
に
担

当
地
区
、
名
前
、
集
落
、
公
選
推

薦
の
別
と
な
り
ま
す
。

新しい農業委員が決まりました！

永田（永田川南側）・口之良部島
牧　潤三
永田・公選

宮之浦（宮之浦川南側）
内田　政人
宮之浦・公選

平野・春牧
備　邦雄
平野・公選

小島
大角　利夫
小島・公選

永田（永田川北側）
渡邉　みな子
永田・議会

宮之浦（宮之浦川北側）
中島　則雄
宮之浦・農協

高平
鎌田　秀久
高平・公選

平内（県道下）
岩川　孝行
平内・公選

吉田
田中　武浩
吉田・公選

楠川・椨川
牧　優作郎
楠川・公選

麦生
日髙　清明
麦生・公選

平内（県道上）
西橋　豊啓
平内・共済

一湊
神宮司　守昭
一湊・議会

小瀬田・長峰
永綱　忠美
小瀬田・公選

原
安藤　清浩
原・公選

中間・栗生
亀割　義一
湯泊・土改

志戸子
白川　満秀
志戸子・公選

永久保・船行・松峯・安房
平田　耕作
永久保・公選

尾之間
岩川　原造
尾之間・公選

湯泊
笹原　綾乃
湯泊・議会
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農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．仕上げ摘果
　　仕上げ摘果の時期です。自分の園の肥大状況や着果状
　況をみながら、着果量を調整しましょう。
　　病害虫被害果、奇形果、小玉果を中心に摘果し、葉
　８０〜１００枚に１果を目安に行ってください。
２．土壌水分管理
　　９月はぽんかん、たんかんとも果実肥大が旺盛な時期
　です。特に小玉の多い園では、敷きわらや敷き草などを
　行い、土壌を乾燥させないようにし、果実肥大に努めま
　しょう。
　　ただし、１０月以後は糖度向上のため、排水対策に努
　め、溝掘りや除草をして土壌を乾燥させましょう。
３．病害虫対策
　・黒点病
　　後期感染の時期になります。
　　枯れ枝上の病原菌が伝染源となるので、枯れ枝の除去
　　や焼却等を徹底しましょう。
　　ぽんかんでは８月下旬までに、たんかんでは９月上旬
　　に、ペンコゼブ水和剤の６００倍液散布が効果的です。
　　（ペンコゼブ水和剤は収穫前９０日前までしか使用で
　　きませんので注意しましょう。）
　・赤衣病
　　今年は、発生が多いようです。病患部をせん定し、切り
　　口にトップジンＭペーストかバッチレートを塗ってくだ
　　さい。
　 ・サビダニ
　　去年発生があった園で、６〜８月に防除していない園は、
　　発生に特に注意してください。
　　サンマイト水和剤を散布すると効果的です。

４．施肥（たんかん）９月下旬
　くみあい配合５号の場合
　　３ｔ取り・・・・５袋／１０ａ
　　２ｔ取り・・・・４袋／１０ａ
　　１ｔ取り・・・・３袋／１０ａ
　　幼　　樹・・・・１袋／１０ａ
　樹勢・葉色・着果量・夏芽の発生状況で量は加減してく
ださい。
５．台風対策
　　かいよう病の発生を抑えるには、コサイド３０００の
　２０００倍液＋クレフノンの２００倍液の事前散布が効
　果的です。極力台風襲来前に散布しましょう。
　　台風通過後は、カスミンボルドーの１０００倍液＋ク
　レフノンの２００倍液を早めに散布しましょう。

『パッションフルーツ』
１．整枝・せん定
　　収穫後は軽いせん定を行い、せん定後は過繁茂になら
　ないように枝を間引きを行いながら、来年のせん定時期
　まで管理しましょう。
２．コナカイガラムシ対策
　　最近、コナカイガラムシによる被害が増加しています。
　カイガラムシが発生した園では、収穫後にモスピラン顆
　粒水溶剤の２０００倍を散布しましょう。
３．苗の定植
　　定植時期は、台風の被害が少ない９月下旬〜１０月頃
　が望ましいです。
　　排水対策と疫病対策のため、高うねにして植え付けま
　しょう。

農林水産課だより （９月の農作業メモ）
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財
産
管
理
課
で
は
、
平
成
26
年

度
下
半
期
分
【
10
月
１
日
〜
３
月

31
日
ま
で
】
の
町
営
住
宅
の
空
き

家
を
待
つ
方
の
順
位
登
録
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

・
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
。

・
現
在
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
町
が
指
定
す
る

住
宅
に
限
り
単
身
者
の
申
込
み
も

可
能
と
す
る
。

・
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円

を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得
︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数+

特
別
控

除
〇
〇
〇
円}

÷
12

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

（
入
居
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
等
は
、
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
申
込
期
間

　

８
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）

■
申
込
み
方
法

　

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

及
び
各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

・
抽
選
の
期
日
等
に
つ
い
て
は
、

入
居
資
格
審
査
終
了
後
、
条
件
を

満
た
す
方
に
対
し
別
途
通
知
し
ま

す
。

・
現
在
、
平
成
26
年
度
上
半
期
分

の
登
録
を
さ
れ
、
引
き
続
き
申
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
た
に

申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
単
身
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
町

が
指
定
す
る
住
宅
以
外
は
申
込
み

が
出
来
ま
せ
ん
。

問　

財
産
管
理
課
住
宅
管
理
係

（
内
線
２
１
５
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
で

分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
聞
き
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
鹿
児
島

北
年
金
事
務
所
で
は
、
次
の
日
程

で
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

予
約
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
９
月
２
日
（
火
）

　

11
時
〜
17
時

　

役
場
尾
之
間
支
所
４
階

　

大
会
議
室

・
９
月
３
日
（
水
）

　

９
時
〜
14
時

　

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
宮
之
浦
）
２
階
第
２
会
議
室

問　

町
民
生
活
課 

年
金
係

　

尾
之
間
支
所
（
内
線
３
１
５
）

　

宮
之
浦
支
所
（
内
線
２
２
８
）

■
期
日

　

平
成
26
年
11
月
11
日
（
火
）

■
場
所　
鹿
児
島
霊
園

　
（
糸
満
市
平
和
記
念
公
園
内
）

■
経
費

　

参
列
遺
族
の
旅
費
は
県
の
予
算

範
囲
内
で
負
担

■
参
列
遺
族
の
範
囲

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
地
域
戦
没

者
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
死
没

者
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
内
の
遺

族
で
、
原
則
県
内
に
居
住
し
て
い

る
者

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
〜
29
日
ま
で

問　

尾
之
間
支
所
町
民
生
活
課

　

総
合
窓
口
係
（
内
線
３
１
５
）

■
定
員 

農
学
部

　

野
菜
科
35
名
、
花
き
科
10
名
、

　

茶
業
科
15
名
、
果
樹
科
10
名

畜
産
学
部

　

肉
用
牛
科
25
名
、

　

酪
農
科
10
名
、
養
豚
科
10
名

■
受
験
資
格

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し

　

く
は
平
成
27
年
３
月
に
卒
業
見

　

込
み
の
者
、
又
は
こ
れ
と
同
等

　

以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
知
事

　

が
認
め
た
者
。

②
卒
業
後
、
農
業
に
従
事
す
る
見

　

込
み
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健

　

康
な
者
。

■
出
願
手
続
受
付
期
間

  

10
月
27
日
（
月
）
〜　
　
　
　

　

11
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
【
当
日
消
印
有
効
】

■
入
学
試
験
日

  

平
成
26
年
11
月
26
日
（
水
）

■
出
願
方
法

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

   　

教
務
指
導
課

〒
８
９
９
︱ 

３
３
１
１

日
置
市
吹
上
町
和
田
１
８
０
０

☎
０
９
９
︱
２
４
５
︱
１
０
７
１

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

町
営
住
宅
の

入
居
待
機
者
募
集

年
金
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学

校
　
学
生
募
集

平
成
26
年
度

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
県

戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集
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町
で
は
今
後
３
年
程
度
に
亘

り
、
町
が
実
施
す
る
行
政
評
価
に

つ
い
て
、
外
部
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
性

及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
屋

久
島
町
行
政
評
価
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
応
募
希
望
の

方
は
左
記
を
確
認
の
上
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

■
公
募
す
る
人
数　

　

４
名
以
内

■
募
集
の
対
象
者

・
満
20
歳
以
上
（
平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
）
で
、
町
内
に
住
所
を

有
し
て
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

方・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
参

加
で
き
る
方
（
年
５
回
程
度
）

■
任　
務

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
町
が
実

施
し
て
い
る
事
務
事
業
に
関
し
必

要
な
調
査
や
審
議
を
行
い
事
業
に

つ
い
て
評
価
し
て
、
町
長
に
答
申

す
る
。

■
委
嘱
期
間

　

任
命
の
日
よ
り
３
年
間

■
応
募
の
方
法

　
「
行
政
評
価
委
員
申
込
み
」（
様

式
は
自
由
）
と
明
記
の
上
、

①
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
年
齢
、

　

連
絡
先
を
記
載

②
「
屋
久
島
町
に
対
す
る
提
言
」

　

に
つ
い
て
作
文
（
400
字
程
度
）

①
②
を
本
庁
企
画
調
整
課
に
直
接

持
参
す
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　

８
月
11
日
（
月
）
〜　

　
　

29
日
（
金
）
ま
で
【
必
着
】

■
選
考
の
方
法

　

書
類
審
査
の
上
、
９
月
19
日
ま

で
に
採
用
さ
れ
た
方
に
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

屋
久
島
町
役
場

企
画
調
整
課　

企
画
調
整
係

〒
８
９
１
︱
４
２
０
７

屋
久
島
町
小
瀬
田
４
６
９
︱
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

４
３
︱
５
９
０
５

E-m
ail kikaku@

yakushim
a-

tow
n.jp

問　

企
画
調
整
課
企
画
調
整
係　

（
内
線
１
１
２
）　

　

近
年
、
全
国
的
に
国
外
か
ら
と

思
わ
れ
る
ご
み
の
漂
着
が
多
数
報

告
さ
れ
て
お
り
、
県
に
お
い
て
も

離
島
地
域
を
中
心
に
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
の
中
に
は
、
強

酸
性
の
液
体
が
入
っ
た
ポ
リ
タ
ン

ク
や
注
射
針
な
ど
の
医
療
系
ご
み

な
ど
の
危
険
な
漂
着
物
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

危
険
な
漂
着
物
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
決
し
て
手
を
触
れ
ず
に
最

寄
り
の
市
町
村
役
場
か
県
地
域
振

興
局
・
支
庁
の
海
岸
管
理
担
当
部

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
２
５
９
４

屋
久
島
町

行
政
評
価
委
員
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

危
険
な
海
岸
漂
着
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

つ
ゆ
明
け
の
朝
に
ひ
と
鳴
き
熊
蝉
の

夏
の
盛
り
を
予
兆
す
る
が
に　
　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

夏
空
が
憎
ら
し
い
ほ
ど
広
す
ぎ
る

青
春
と
い
ふ
日
に
嫉
妬
し
て　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

お
わ
ん
に
は
磯
の
香
り
が
広
が
り
て

三
年
ぶ
り
に
と
り
し
「
い
そ
も
ん
」　
　
　

寺　

田　

和　

子

雨
あ
が
り
藪
を
か
き
分
け
竹
の
子
を

探
す
背
後
に
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
く　
　
　
　
　

牧　
　
　

ヨ
シ
イ

颱
風
の
後
静
も
り
て
大
荒
の

始
末
に
追
は
れ
疲
労
困
憊　
　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

亡
き
母
の
笑
顔
顕た

ち
来
る
仏
前
に

加
護
を
祈
り
て
活
か
さ
れ
生
き
る　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

通
学
路
「
あ
い
さ
つ
の
町
日
本
一
」

子
ら
の
手
に
な
る
看
板
は
建
つ　
　
　
　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

寝
こ
ろ
べ
ば
藺い

ぐ
さ草
の
香
り
な
つ
か
し
き

孫
に
添
い
寝
の
夏
座
敷
か
な　
　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

散
水
に
追
は
れ
し
蝶
た
ち
戻
り
来
る

真
夏
の
庭
は
水
の
匂
へ
る　
　
　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
者
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体

で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
事
業
主･･･

建
設

業
を
営
む
方

　

対
象
と
な
る
労
働
者･･･

建
設

業
の
現
場
で
働
く
方

　

掛
金･･･
日
額
３
１
０
円

■
特　
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
、
安
心
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は

必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法

上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
、
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.
kentaikyo

.taisyo
kukin.

go.jp/)

に
、
制
度
説
明
用
動
画

や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済

事
業　

鹿
児
島
支
部

〒
８
９
０
︱
８
５
１
２

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
６
︱
１
０

　

鹿
児
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
９
９
︱
２
５
７
︱
９
２
１
６

　

県
で
は
、
鹿
児
島
空
港
の
国
際

定
期
路
線
（
ソ
ウ
ル
線
、上
海
線
、

台
北
線
、
香
港
線
）
を
利
用
す
る

方
に
対
し
て
、
６
人
以
上
の
団
体

や
ビ
ジ
ネ
ス
客
に
対
し
て
渡
航
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
路
線
を
利
用
し
た

上
で
の
乗
り
継
ぎ
利
用
に
対
し
て

は
、
助
成
額
を
増
額
す
る
な
ど
制

度
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期

路
線
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
交
通
政
策
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
２
４
５
７

fax
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
５
３
３

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス:koukuu@

pref.kagoshim
a.lg.jp

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

鹿
児
島
空
港
国
際
線
利
用
時
の

助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

　アンチエイジングの視点から、求められる食生活を提言
しています。抗酸化物質を多く含む食材が老化予防のキー
ポイント！ 
　それぞれの料理には、アンチエイジングの効能と作り方
が掲載されていて、魚、肉料理、サラダ、雑穀料理、女性
にうれしいデザートのレシピまで盛り沢山です。是非、体
の中からきれいになって、健康寿命を延ばしましょう。

『 アンチエイジング・クッキング 』
白澤　卓二　監修・執筆

　「ごんぎつね」や「てぶくろをかいに」で知られる新美
南吉の童話集です。 
　ある日のこと、盗人のかしらと盗人になりたての４人の
弟子たちが、花のき村にやってきました。　かしらは弟子
たちを下見に行かせ、ごろりとしていると、一人のこども
がそばに来て、かしらに仔牛をあずけると、走ってどこか
へいってしまいます。 
　素朴なおかしさに「くすっ」とさせられ、さいごには心
が暖かくなっている、そんなお話です。他に「百姓の足、
坊さんの足」「和太郎さんと牛」の２話が収録されています。

『 花のき村と盗人たち　新美南吉童話傑作選 』
新美　南吉　著　　長野　ヒデ子　絵

　　　図　　　書　　　名
怒り　上・下
昭和の犬
里山資本主義
とっぴんぱらりの風太郎
誕生日を知らない女の子
余命3カ月のウソ
幻夏
友罪
老人漂流社会
ノンタンシリーズ　５冊

　　作　　 者
吉田　修一
姫野　カオルコ
藻谷　浩介
万城目　学
黒川　祥子
近藤　誠
太田　愛
薬師丸　岳
NHKスペシャル取材班 編
キヨノ　サチ

（尾之間図書室）

尾之間図書室の８月のおはなし会は
８月２２日（金）１０時３０分〜１１時００分
宮之浦図書室の８月の親子読書会「青い海の子星の子会」
は８月２７日（水）１０時３０分〜・１３時３０分



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

田
﨑
　
巧た
く
ま馬

　
　
　
　
　
小
瀬
田

藤
原
　
康や
す
お雄

　
　
　
　
　
楠
　
川

石
原
　
拓た
く
ま真

　
　
　
　
　
宮
之
浦

日
髙
　
歩あ
ゆ
り梨

　
　
　
　
　
宮
之
浦

浮
邉
　
結ゆ

な菜
　
　
　
　
　
松
　
峯

日
髙
　
詩し
お
り織

　
　
　
　
　
尾
之
間

篠
原
　
碧あ

お
い心

　
　
　
　
　
高
　
平

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
木
下
　
成
章  

（
平
　
　
　
野
）

　
西
野
　
祐
子  

（
平
　
　
　
野
）

　
日
髙
　
　
健  

（
麦
　
　
　
生
）

　
永
岡
　
知
子  

（
宮
　
之
　
浦
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

仲
　
　
國
義
　
九
九
歳
　
安
　
房

渡
邉
　
慶
子
　
七
八
歳
　
宮
之
浦

岩
川
サ
ツ
ギ
　
八
六
歳
　
永
　
田

日
髙
あ
つ
み
　
六
〇
歳
　
吉
　
田

渡
邉
　
タ
キ
　
九
二
歳
　
安
　
房

近
間
　
　
男
　
八
二
歳
　
吉
　
田

宮
司
　
佐
𠮷
　
八
八
歳
　
永
　
田

松
本
　
正
人
　
八
三
歳
　
春
　
牧

岩
川
　
君
子
　
八
五
歳
　
小
　
島

泊
　
　
隆
文
　
七
五
歳
　
安
　
房

田
中
　
大
輝
　
　
〇
歳
　
安
　
房

日
髙
　
信
也
　
四
三
歳
　
宮
之
浦

中
村
　
靜
男
　
八
〇
歳
　
一
　
湊

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（
　
）は
故
人
。

▼
中
間
の
谷
山
義
子
さ
ん

（
母
、
貞
イ
ク
さ
ん
死
去
）

▼
中
間
の
日
高
玲
子
さ
ん

（
父
、
仲
國
義
さ
ん
死
去
）

▼
永
田
の
岩
川
藤
寳
さ
ん

（
妻
、
サ
ツ
ギ
さ
ん
死
去
）

▼
吉
田
の
日
髙
幹
夫
さ
ん

（
妹
、
あ
つ
み
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
渡
邉
千
易
さ
ん

（
母
、
タ
キ
さ
ん
死
去
）

▼
春
牧
の
松
本
ヱ
チ
さ
ん

（
夫
、
正
人
さ
ん
死
去
）

▼
小
島
の
岩
川
政
葊
さ
ん

（
母
、
君
子
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
泊
陽
子
さ
ん

（
夫
、
隆
文
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
中
村
ヨ
リ
子
さ
ん

（
夫
、
靜
男
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

六
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

　
学

　
愛

康
　
弘

孝
　
子

太
　
陽

秀
　
美

　
秀

由
佳
理

孝
　
明

洋
　
子

将
　
裕

恵
梨
子

正
　
樹

　
慈

栗生診療所の日程
☎ 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　8月21日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　9月4日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
☎ 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

眼科（予約制）
　 8月20日（水）午後
　10月21日（木）終日
　10月22日（金）午前

皮膚科（予約制）
　 8月25日（月）午後
　 26日（火）午前

問い合わせ先：屋久島保健所　TEL：46-2024



青少年健全育成の日
第44回やくしま夏
まつり

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

8/15

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00）

8/27
親子読書会（宮之浦
図書室10:30～、
13:30～）

皮膚科診療（永田診
療所 午後）

年金相談所開設
（開発総セ9:00～
14:00）

9/68/31

8/4 8/5

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 8  9

町民カレンダー

8/25

月

母子手帳交付日（尾支
所9:00～11:30）
保健センター開放（尾
保セ・宮保セ9:30～
11:30）夏休み資料館
活動（歴史民俗資料館
10:00～、14:00～）

8/128/11

8/19

火

8/13

眼科診療（永田診療
所 午後）
親子読書会（宮之浦
図書室10:30～、
13:30～）

母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
保健センター開放
（宮保セ9:30～11:30）
夏休み資料館活動
（歴史民俗資料館
10:00～、14:00～）

8/20

8/6
水

夏休み資料館活動
（歴史民俗資料館
10:00～、14:00～）

8/14

眼科診療（永田診療
所 終日）
耳鼻科診療（栗生診
療所10:30～15:00）

乳幼児健診・BCG
予防接種（尾保セ
12:30～）
耳鼻科検診（栗生診
療所10:30～15:00）

8/21
眼科診療（永田診療
所 午前）
お話会（尾之間図書
室10:30～）
夏休み資料館活動
（歴史民俗資料館
10:00～、14:00～）

夏休み資料館活動
（歴史民俗資料館
17:30～）

8/28

8/7
木

8/22

8/29

8/8
金

8/16

8/9
土

8/23

8/30

家庭の日
夏休み資料館活動
（歴史民俗資料館
9:30～）

3歳児健診・すこや
か歯科健診（宮保セ
13:00～）

8/10

8/17 8/18

8/24

8/3
日

9/3 9/4 9/5
母親学級（宮保セ
9:30～11:30）

9/2
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
保健センター開放
（宮保セ9:30～
11:30）年金相談所
開設（尾支所 
11:00～17:00）

9/1
国民健康保険税第3
期、町県民税第2期
納期限

8/26
皮膚科診療（永田診
療所 午前）母子手
帳交付日（尾支所
9:00～11:30）保健
センター開放（尾保
セ・宮保セ9:30～
11:30）

オープンウォータースイミングよりオープンウォータースイミングより 平内温泉まつりより平内温泉まつりより

平内温泉まつりより平内温泉まつりより 老人スポーツ大会より老人スポーツ大会より

一湊浜まつりより一湊浜まつりより

尾之間温泉まつりより尾之間温泉まつりより一湊浜まつりより一湊浜まつりより

尾之間温泉まつりより尾之間温泉まつりより

オープンウォータースイミングよりオープンウォータースイミングより

町
報

平
成
2
6
年
8
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/
平成26年6月末現在

住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,114

919
 292
174
288
462
786
197
659
215
230
508

13,351
− 16

世帯数
569
455
143
88

160
219
420
89

321
129
124
282

6,816
− 11

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
124
11

488
184
725
367

3,197
452
107
459
380
159
274
580

世帯数
69
8

262
100
404
193

1,542
227
49

236
206
84

163
274

●人の動き●●編集後記●
　屋久島高校生が町報「やくしま」
をつくる広報係の仕事を体験して
みたいとの希望で、職場体験学習
にやってきました。取材を実際に
行ってもらいましたが、熱心に話
を聞き、学ぶ姿勢はとても初々し
かったです。
　取材先で、屋久島高校生がボラ
ンティア等で活躍している姿をた
びたび見かけます。屋久島町には
なくてはならない存在であり、未
来を担う存在です。そんな高校生
たちにエールを送ります。「がん
ばれ！！」　　　　　　　（メグ）

※　世帯数及び人口・行事予定については最新の情報を屋久島町ホームページに掲載しています。
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